










平成 2 年 10 月より三歳児健康診査に聴覚検査が取り入れられた。聴覚障害児の検出が行

政的基盤に立つ保健所業務に位置づけられたことは高く評価される。3 歳児に限らず,難

聴児早期発見に関して保健所の果たすべき役割は大きい。しかし現実には満足できる状態

にない。私はこの理由を知るために,最近 2年間に私の外来を訪れた難聴乳幼児について,

母子手帳にある問診項目,難聴の程度,受診までの経緯について調べ,若干の知見を得たの

で報告する。


